
第三回研究会報告

　12月14日午後2時からおこなわれた第三回の研究会は、会員40

名のほか、国文科の平野先生、東京女子大の古田先生その他の方々の参

加を得て、会場一杯の盛況でした。全体の司会は平田先生。水谷会長の

ごく簡単な挨拶のあとすぐ研究発表にはいりました。

　最初の崔銀珠さんの「日韓辞書の漢語の比較」は、日本人顔負けのス

ピードのある立派な日本語で、日本語と韓国語で共通して使われる漢語

の意味の重なりと違いを具体的に明らかにしたもので、会場から「婦女

子」その他の語にっいての質問があり、古田先生から、広辞宛その他の

辞書の編纂についてのお話も出ました。次の棚橋明美さんの「外国人学

習者の非用について」は、これまでの調査結果にっいての説明と結論の

一・狽ｪ発表され、　「非用」の概念についての率直な質問がいくっか出ま

した。第三の渡辺亜子さんの「ストーリー・テリングによる外国人の談

話能力の調査」にっいては、言語心理学の立場からの用語にっいての助

言や、明海大学の福地先生からの調査方法にっいての意見などが出され

ました。

　発表者は20分という制約を守ったものの、質問や意見交換が続いた

ため時間は超過ぎみでしたが、ここで事務関係の打ち合わせが行われま

した。日本言語文化研究室の教務補佐から会計報告があり、また、4人

の運営委員が選出され、この研究会の組織もだいぶ形が整ってきました。

　15分ほどの休憩時間ののちは、久保田美子さん、大島弥生さんの

「ジェット。プログラム学習者の初級文型定着の諸相」という発表で、

助詞の定着を中心とした調査報告が行われ、いくつかの質問と、実習の

ビデオを見たいという希望がでました。

　5時10分、一応閉会となった後も、会場でコーヒーとケーキのお茶

の会が開かれ、6時すぎまで歓談が続きました。研究発表の質の高さと

いい、会場からの反響の確かさといい、たいへん充実した研究会でした。
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